
 

 市道のセンターラインや停止ライン、車線区分線などが消えかかると危

険、予算を増やして対処すべきと質しました。土木部長は本市の市道は約３

５００kmある、危険性が高い箇所を優先する。市民からの要望をふまえ安

心・安全の確保に努めると答弁しました。 

＜白線含めた交通安全対策費＞    ＜白線引き直し距離＞ 

２０２２年度 ８９００万円     ２０２２年度 ３１㎞ 

２０２３年度 １億３００万円    ２０２３年度 ２８㎞ 

２０２４年度 １億円        ２０２４年度 ３２㎞ 

 近年草の成長が早まっている、通学路や市民生活の安全対策上も

大事。市道脇等の草刈りの回数を増やすべき、また、頭上の車や歩行者

の障害になる枝切の対処も積極的に行うべきと求めました。土木部長

は、防草対策など効率化を進める、維持管理の強化に努めると答弁しま

した。 

＜市道除草予算の推移＞         ＜草刈り面積＞ 

２０２２年度 ３４８０万円  ２０２２年度 ２５万７０００㎡      

２０２３年度 ３６２０万円  ２０２３年度 ２５万９０００㎡ 

２０２４年度 ３４１０万円  ２０２４年度 ２７万２０００㎡ 
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 １０月１９日・宮川県議と四家市議は、錦町須

加地区で行われた、いわき市主催の植樹・育

樹祭に参加しました。 

 １４年前の大震災時の津波で多くの家々が

流された地区です。 河津桜と紫陽花の木を

植えました。 

日本共産党の四家ともゆき市

議は、１０月定例市議会で、日ご

ろから要望の多い市道の草刈り

と白線引きの予算を増やすよう

求めました。 


